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平
成
25
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
に
開
会
し
、
18
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
下
水
道
使
用
料
の
一
部
改
正
」
や
「
平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
」
な
ど
10
議
案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
の
中
で
、「
名
古
屋
市
と
の
合
併
は
、
今
後

申
し
入
れ
を
し
な
い
」
と
、
町
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

12 月定例会

海
部
地
域
と
も
連
携
を
強
化

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
予
算

名
古
屋
市
と
の
合
併 

今
後
申
し
入
れ
せ
ず

▼
下
水
道
使
用
料
の
一
部
改
正

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、
６
月
分
の
使
用
料
か

ら
転
嫁
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
職
員
給
与
の
一
部
改
正

　

55
歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給
を
原
則
的
に
は
な
く
し
、
45
歳
未

満
の
職
員
の
昇
給
抑
制
を
な
く
し
ま
す
。

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
貯
金
）　  

２
億
４
０
７
８
万
８
千
円

　

こ
の
積
立
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
15
億
３
千
５
百
万
円
が
貯
金
の

合
計
と
な
り
ま
す
。

▼
光
熱
水
費
の
増
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
３
千
円

　

夏
の
記
録
的
猛
暑
な
ど
に
よ
り
、
公
民
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
電
気
・
ガ
ス
代
の
補
正
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

～理想的な議会を目指して～
　

今
回
は
、
11
月
20
日
に
、
町
立
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
初
め
に
９
月
議
会
な
ど
の
報
告

を
し
、
そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
々
と
の

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　

懇
談
会
で
は
、「
排
水
対
策
」
や
「
地
下
鉄
の

延
伸
」
な
ど
、
町
政
に
対
す
る
質
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
な
ど
、
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
も
数
多
く
い
た
だ
き
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

　

今
後
の
議
会
活
動
、
議
会
改
革
の
力
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　　

今
後
も
報
告
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

方
と
の
情
報
共
有
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
時
や
場
所

は
、
回
覧
文
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！

ありがとうございました

威
い ふ う

風堂
どうどう

々　－新春出初式ー
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目
標
を
設
定
し
、
節
減
に
努
力

す
る
。

　　

大
丈
夫
か

　

今
後
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
ま
ん
延
し
た
場
合
、
現

状
の
予
算
で
乗
り
切
れ
る
の

か
。

	

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
ま
ん
延
し
た
場
合
、
月

５
０
０
０
万
円
以
上
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

　

必
要
な
場
合
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
考
え
て
い

る
。

　

士
気
の
低
下
は
な
い
か

			




　

55
歳
を
超
え
る
職
員

の
昇
給
は
原
則
的
に
は
な
い
。

　

士
気
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な

い
か
。　

特
に
勤
務
成
績
が
良

好
な
場
合
は
、
昇
給
さ
せ
る
の

で
、
問
題
は
な
い
。

　

あ
る
の
か  

人
事
考
査

　

国
か
ら
は
、
細
か
い

勤
務
評
定
を
つ
く
る
べ
き
、
と

い
う
指
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
は
、
人
事
考
査
制
度

は
あ
る
の
か
。

　

勤
務
評
定
は
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
人
事

考
査
を
考
え
て
い
く
。

　　

ど
う
す
る  

４
・ 

５
月
分

　

消
費
税
率
が
、
４
月

か
ら
８
％
に
な
る
。
下
水
道
使

　

財
政
調
整
基
金
は
、

各
年
度
間
の
財
政
に
対
す
る
標

準
化
が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、

本
町
で
は
約
10
億
が
妥
当
と
考

え
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
、
国
か
ら
の
援

助
が
あ
る
。

　

利
用
状
況
は

　

利
用
者
の
増
加
に
よ

り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
や

障
害
児
通
所
支
援
給
付
費
な

ど
、
大
き
な
補
正
と
な
っ
て
い

る
。

　

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　

当
初
、
１
６
６
６
人

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
利
用
者

の
増
加
に
よ
り
、
１
９
０
２
人

に
見
直
し
た
。

　

光
熱
水
費
の
削
減
を

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
の
維
持
管
理
費
の
中

で
、
光
熱
水
費
の
占
め
る
割
合

が
高
い
。

　

本
町
で
は
、
削
減
目
標
を
設

定
し
て
い
る
の
か
。

　

現
状
で
は
設
定
し
て

い
な
い
。

　

今
後
は
、
光
熱
水
費
の
削
減

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁    

本
会
議
質
疑 

＆  

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

用
料
の
消
費
税
率
は
、
６
月
分

か
ら
適
用
と
あ
る
。

　

４
月
、
５
月
分
は
ど
う
な
る

の
か
。　

検
針
日
に
よ
る
町
民

の
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、

４
月
、
５
月
分
の
使
用
料
の
差

額
分
３
％
は
、町
が
負
担
す
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
立

場
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
折
橋
盛
男
議
員

　

法
令
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対

す
る
内
容
で
は
な
い
。

　

十
分
か  

貯
金

	

　

財
政
調
整
基
金
積
立

金
は
、
15
億
３
千
万
円
ほ
ど
で

あ
る
。
町
民
１
人
当
た
り
５
万

円
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

　

大
震
災
な
ど
を
考
え
る
と
、

も
っ
と
備
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

	

  

平
成
25
年
度　

補
正
予
算

質
問

答
弁

質
問

　

福
田
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
と
ご
み
の
除
去
を

　

 

自
主
防
災
組
織
を
全
行
政
区
に

一
般
会
計  

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

あ れ か ら ど う な っ た ！
　過去の一般質問から、その後どうなったかを追跡取材し、

お知らせします。

平成２５年３月定例会

質問　自動車減速帯を設置せよ。

答弁　津島署と協議しており、40 キロ制限を 30 キロにし、
　　　カラー塗装での対応も考えている。

◆西小学校周辺の道路を、

ゾーン 30 に設定し、安全

対策を強化した。

平成２４年６月定例会

質問　排水ポンプの能力は万全か。

答弁　排水ポンプは、計画的にオーバーホールなどを実施し、
　　　能力維持・向上に努める。

◆砂子第一排水機場の 300

㎜ポンプを 500 ㎜に増強

し、排水能力を高める。

所
管
事
務
調
査　

質
問

巨
大
施
設
に
ビ
ッ
ク
リ

　

福
祉
建
設
常
任
委
員
会

で
は
、
１
月
23
日
に
、
管

内
の
県
営
排
水
機
場
な
ど

の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
の
最
後
に
訪
問
し

た
日
光
川
排
水
機
場
で
、
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て

施
設
の
全
体
像
・
排
水
能
力
、
歴
史
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

日
光
川
流
域
の
半
分
ほ
ど
は
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
で
、水
と
の
戦
い
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
49
・
51
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
教
訓
の
も

と
、
県
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
日
光
川
排
水
機
場
、

そ
の
す
ぐ
隣
に
国
営
事
業
で
建
設
さ
れ
た
日
光
川

河
口
排
水
機
場
。

　

両
施
設
の
排
水
能
力
は
２
０
０
ト
ン
／
秒
で
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
な

も
の
で
し
た
。

工
事
進
行
中
の
日
光
川
水す

い

閘こ
う
も
ん門

　

建
設
か
ら
50
年
経
過
し
た
日
光
川
水
閘
門
は
、

老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
、
総
工
費
２
１
６
億
円

を
か
け
、
平
成
29
年
度
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
西
中
野
排
水
機
場

や
、
本
町
と
も
つ
な
が
り
の
深
い
福
田
川
排
水
機

場
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　　

水
と
の
戦
い
・
・
・
。
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の

宿
命
で
あ
り
、
国
や

県
の
援
助
を
受
け
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
「
水
を
治
め
る
」

決
意
を
新
た
に
し
た

一
日
で
し
た
。

～
福
祉
建
設
常
任
委
員
会
～
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町
長
の
公
約
に
、
地

域
の
防
災
・
防
犯
力
強

化
が
あ
る
。
自
主
防
災
・

防
犯
組
織
が
少
な
い
現

状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
へ
の
働
き

か
け
が
足
り
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

町
長
自
ら
地
域
に
出
向
い
て
、
防
災
・
防

犯
に
つ
い
て
地
域
の
要
望
を
聞
き
、
自
主
防

災
・
自
主
防
犯
組
織
の
設
立
を
直
接
訴
え
る

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

町
長　
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
形
で
は
行
わ
な
い

が
、防
災
の
組
織
づ
く
り
に
は
、

今
後
、
努
力
す
る
。

問　

手
数
料
の
値
上
げ
は

答　

下
水
道
使
用
料
以
外
な
し

問　

国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等

　
　

割
減
免
を

答　

減
免
し
な
い

他
に
４
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

    組織づくりに努力

　

防
災
・
防
犯
で
、
町
長
自
ら
地
域
へ
出
向
け

　

①
町
の
将
来
設
計
を

考
え
る
中
で
、
名
古
屋

市
と
の
合
併
問
題
に
決

着
を
つ
け
、
方
向
性
を

打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、結
論
は
。

②
本
町
は
、
出
生
率
が
高
い
。
子
育
て
を
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
「
子
育
て
支
援
課
」
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

③
歴
史
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

文
化
財
展
と
松
葉
城
址
試
掘
の
今
後
は
。

町
長　

①
町
か
ら
合
併
を
働
き

掛
け
る
の
で
は
な
く
、
名
古
屋

市
と
の
連
携
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
海
部
地
域
と
の
連
携

を
、
さ
ら
に
強
化
す
る
。

②
平
成
26
年
度
４
月
創
設
に
向

け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

③
文
化
財
展
は
、
開
催
方
法
の

再
検
討
を
行
い
、
松
葉
城
址
試

掘
は
継
続
す
る
。

横井良隆議員

    連携を強化

　

今
後
の
施
政
を
問
う

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
都
市
計
画
道
路
の

整
備
計
画
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
一
向
に

進
ん
で
い
な
い
。
ど
の
路
線
を
重
点
的
に

取
り
組
み
、ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
転

車
に
対
す
る
規
制
が
強
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
安
全
に
通
行
で
き
る
自
転
車

道
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
計
画

は
あ
る
の
か
。

町
長　

昭
和
62
年
か
ら
堀
之

内
・
砂
子
線
の
整
備
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

用
地
取
得
の
交
渉
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
状
は
遅
々
と

し
て
、
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
今
後
も
努
力
す

る
。

　

新
た
に
自
転
車
道
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難

で
あ
る
。

折橋盛男議員

　

 

都
市
計
画
道
路
の
整
備
推
進
を  推進に努力

ずばり直言！ 一 般 質 問
12 月議会の一般質問は、12 月９日に行い、７人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

県
内
で
は
、
が
ん
で

亡
く
な
ら
れ
る
方
が
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。

早
期
発
見
の
た
め
に

は
、
検
診
の
推
進
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
診
料
の
軽

減
、受
診
機
会
の
提
供
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
町
の
が
ん
検
診
が
「
ワ
ン
コ
イ
ン
」
の

低
額
で
、
ま
た
、
夜
間
や
土
日
に
受
診
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
利
便
性
向
上
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

後藤田麻美子議員

     対応している
町
長　

が
ん
検
診
の
受
診
料

は
、
集
団
検
診
で
は
、
お
お
む

ね
５
０
０
円
前
後
で
設
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
休
日
検
診
は
、
10
日

間
の
検
診
日
の
う
ち
２
日
間
を

設
定
し
て
い
る
。
夜
間
は
、
個

別
検
診
で
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
利
用
し
や
す
い
検

診
体
制
を
整
え
、
受
診
率
向
上

に
努
め
る
。

　

が
ん
検
診
の
充
実
を

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

は
、
毎
年
５
月
に
開
催

さ
れ
、
対
戦
相
手
の
自

治
体
と
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
住
民
の
参
加
率
で
勝
敗
を
決
め
る
。

　

敗
れ
た
自
治
体
は
、
相
手
の
旗
を
庁
舎
の

メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
一
週
間
掲
揚
し
、
健
闘
を

た
た
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
で
あ
る
。

　

本
町
も
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
に
最
適
な
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
参
加
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

教
育
団
体
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
・
商
工
会
・
福
祉

団
体
な
ど
と
連
携
を
取
り
、
町

を
上
げ
、
平
成
27
年
度
の
参
加

を
目
指
し
て
、
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

27
年
度
に
は
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

る
計
画
な
の
で
、
企
画
と
し
て

取
り
組
む
。

林　健児議員

   

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
で
き
な
い
か

    参加を目指して取り組む

　

西
條
小
切
戸
排
水

機
場
が
新
設
さ
れ
る

な
ど
、
排
水
能
力
は
、

以
前
よ
り
高
ま
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
福
田
川
は
、
土
砂
な
ど
の
堆

積
で
流
れ
が
悪
い
。

　

福
田
川
は
、
県
の
管
理
な
の
で
、
県
の

予
算
で
、
流
れ
を
よ
く
す
べ
き
だ
。

　

早
急
に
現
地
調
査
を
し
、
対
応
を
。

町
長　

福
田
川
は
、
現
在
も

護
岸
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

河
床
の
掘
削
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。

　

流
水
の
阻
害
と
な
る
ご
み

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
調
査

の
上
、
適
正
に
対
応
す
る
よ

う
県
に
要
望
す
る
。

問　

河
川
・
水
路
の
浚
渫
は

答　

的
確
に
実
施

他
に
１
問
あ
り
ま
し
た
。

林　哲秀議員

    県に要望する

　

福
田
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
と
ご
み
の
除
去
を

　

地
域
で
活
動
す
る
自

主
防
災
組
織
は
、
初
期

消
火
活
動
や
被
災
者
の

救
助
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
情
報
の
収
集
や
避
難
所
の
運
営
な

ど
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
内
で
結
成
さ
れ
、
活
動
し
て

い
る
自
主
防
災
組
織
は
、
２
行
政
区
だ
け
で

あ
る
。

　

巨
大
地
震
の
来
襲
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

す
べ
て
の
行
政
区
に
組
織
す
る
努
力
を
。

町
長　

町
独
自
の
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、
町
か
ら
地
域
に
出
向

き
、
設
立
を
促
し
て
い
く
。

　

現
在
、
複
数
の
地
区
か
ら
設

立
に
向
け
た
相
談
も
受
け
て
お

り
、
機
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

問　

町
制
施
行
40
周
年
を
祝
え

答　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
予
定

浅里周平議員

　

 

自
主
防
災
組
織
を
全
行
政
区
に

    設立を促す

家族で参加  明治町ぼうさい祭

開通が待ち遠しい  計画道路



おおはる議会だより（4）

　

町
商
工
会
の
元
青
年
部
長

で
、
西
條
壱
町
田
に
お
住
ま
い

の
若
き
理
事
、
西
村
一は

じ
め（

42
）

さ
ん
に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
し
そ
ワ
イ
ン
を
発
売
さ
れ
ま

し
た
が

　　

商
工
会
で
は
、
数
年
前
か
ら

特
産
の
「
赤
じ
そ
」
を
使
っ
て
、

何
か
作
れ
な
い
か
と
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
赤
じ
そ
出
荷
組

合
や
津
島
市
の
鶴
見
酒
造
さ
ん

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
、「
赤
じ
そ
リ

キ
ュ
ー
ル
」と「
赤
じ
そ
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
」
を
作
り
、
販
売
を

し
ま
し
た
。

―
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は

　

酒
の
製
造
な
ど
し
た
こ
と
も

な
く
、
ま
し
て
や
酒
の
販
売
に

免
許
が
い
る
な
ど
と
は
、
全
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

商
工
会
と
し
て
酒
販
免
許
を

取
る
た
め
に
は
、
会
長
が
１
日

講
習
を
受
け
る
な
ど
の
苦
労
し

た
結
果
、
全
国
で
も
珍
し
い
酒

販
免
許
を
持
つ
商
工
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ベ
ル
づ
く
り
に
は

中
学
校
の
美
術
部
の
生
徒
に
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
の
工
夫
も

し
ま
し
た
。

―
き
っ
か
け
は

　　

商
工
会
の
一
つ
の
部
門
と
し

て
、地
域
振
興
委
員
会
が
あ
り
、

「
町
を
元
気
に
す
る
」「
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
」「
町
の
特
産
品
を
つ

く
る
」
な
ど
の
目
標
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
、
し

そ
ワ
イ
ン
づ
く
り
と
な
り
ま
し

た
。

―
人
と
の
つ
な
が
り
も
強
そ
う

で
す
が

　

以
前
、
町
商
工
会
の
青
年
部

長
に
な
っ
た
と
き
、
郡
の
青
年

部
会
長
・
県
連
の
青
年
部
理
事

の
役
が
回
っ
て
き
て
、
多
く
の

人
と
知
り
合
い
、
影
響
や
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
が
、
今
回
の

ワ
イ
ン
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

大
治
を
元
気
に
し
た
い

･･･

。
目
を
輝
か
せ
て
語
る
西

村
さ
ん
と
商
工
会
の
、
大
い
な

る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

商
工
会
で
販
売

　

赤
じ
そ
リ
キ
ュ
ー
ル

　

赤
じ
そ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

　
　
　

各
一
本　

１
３
０
０
円

（
※
一
回
の
注
文
で
10
本
以
上

購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
一
本

１
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

大
治
町
商
工
会
（
販
売
店
）

　
　
　

☎
４
４
２
‐
４
５
１
１

№３４

まちかど

インタビュー

暫
時
休
憩

　　

晴
れ
の
門
出
の
成
人
式

　　

１
月
13
日
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、

多
く
の
議
員
が
祝
福
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
新
成
人
は

３
０
４
人
、
女
性
は
ほ
と
ん
ど
晴
着
姿
で
、
き
ら
び
や
か

な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
が
「
感

謝
の
気
持
ち
と
、
成
人

と
し
て
の
責
任
を
忘
れ

ず
、
次
の
未
来
へ
ま
っ

す
ぐ
、
前
を
向
い
て
歩

い
て
い
き
た
い
」
と
、

力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

若
い
皆
さ
ん
の
前
途

に
幸
多
き
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

3
月
定
例
会
日
程
（
案
）

３
日
（
月
）
上
程
・
提
案
説
明

10
日
（
月
）
一
般
質
問

11
日
（
火
）
質
疑
等

12
日
（
水
）
総
務
教
育

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

13
日
（
木
）
福
祉
建
設

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

　

※
右
記
開
会
は
10
時
で
す
。

20
日  （
木
）
採
決
等

　

※
開
会
は
13
時
で
す
。

　　

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
平
成
26
年
も
ス
タ
ー
ト
し
て

早
一
ヶ
月

光
陰
矢
の
ご
と
し
―
―

▼
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
甲

き
の
え
う
ま午

▼
甲
は
兜

か
ぶ
と
や
鎧
よ
ろ
い
を
意
味
し
、
殻か
ら

を
脱
ぎ
新
た
な
芽
が
出
始
め
る

年
で
あ
る
。

　

逆
に
今
ま
で
の
や
り
方
が
、

通
用
し
な
く
な
る
激
動
の
年
と

い
わ
れ
る
。

▼
「
陋ろ

う
し
ゅ
う
習
を
破
っ
て
、
革
新
の

歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
こ
と
。

　

議
会
も
こ
の
年
を
契
機
に
、

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

議　　　案 賛成 反対 結果

12　

月　

定　

例　

会

町職員の給与に関する条例の一部改正 9 1 可決

使用料及び手数料条例の一部改正 10 0 可決

下水道条例の一部改正 9 1 可決

平成 25 年度　一般会計補正予算（第５号） 10 0 可決

平成 25 年度　国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 10 0 可決

平成 25 年度　介護保険特別会計補正予算（第２号） 10 0 可決

平成 25 年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 10 0 可決

平成 25 年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 10 0 可決

町道路線の認定 10 0 認定

新聞の軽減税率に関する意見書 9 1 可決

意見書

　下記の意見書を可決し、国の関係機関に

提出しましたので、要旨をお知らせします。

■新聞の軽減税率に関する意見書
　４月に予定されている消費税増税によ

り、各家庭の経済的負担が増せば、民主主

義を支える社会的基盤の新聞の購読を中止

する家庭が増えることが懸念される。

　また、日本の将来に対する不安や社会的

不安定を招く恐れがある。

　よって、複数税率の導入、新聞への軽減

税率の適用を実現するよう要求する。

　

寒
い
中
で
出
初
式

　　

１
月
19
日
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
出

初
式
が
挙
行
さ
れ
、議
員
も
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
寒
の
前

日
の
せ
い
か
、
大
変
な

寒
さ
の
中
で
の
式
典
と

な
り
ま
し
た
が
、
消
防

団
・
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

と
も
に
、
最
後
ま
で
、

威
風
堂
々
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

消
防
団
・
婦
人
消
防

ク
ラ
ブ
の
益
々
の
発
展

を
お
祈
り
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
！


